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4 月号 目次

行事あんない

■３ 　組合員募集
■４ 　新総代500名が就任
■６ 　水稲初期生育の確保
■７ 　令和元年産米 最終精算単価決定
■８ 　職員配置図
■１０ 　頭の体操、5月のあなたの運勢
■１１ 　うちの子自慢、JA ハリMAN、あぐりスマイル
■１２ 　二人三脚で牛の特性を生かした飼育を
　　子牛せり市、原木しいたけ植菌体験＆即売会
■１３ 　JA 共済 季節農業用自動車保障特約
■１４ 　第5回 エンジョイ・ライフ・クラブ
　　きらきら講座 閉講式
■１５ 　ニューフェイス紹介、貸金庫サービス
　　農協観光からのお知らせ
■１６ 　ゴールデンウィーク期間の営業案内

第　

次
中
期
経
営
計
画
の
実
践
最
終
年
度
ス
タ
ー
ト

１０
～
協
同
の
力
を
発
揮
し
、
新
時
代
を
切
り
拓
く
Ｊ
Ａ
へ
～

 

代
表
理
事
組
合
長　

上
野
智
也

協同活動の成果 令和３年３月３１日現在

個人 ２，５１８
団体 　１７２ ◯准 個人 ７，１９９

団体 　　５組合員数　　◯正 

697億6,292万円

109億7,638万円

9億1,683万円

4億0,918万円

1,817億4,858万円

8億9,286万円

貯金

貸出金

購買品供給高

販売品販売高

共済保有高

出資金

２０日　千種町農会長会
２１日　波賀町農会長会
２２日　総務金融委員会
　　　経済委員会
　　　一宮町農会長会
３０日　第１回 理事会

 4月  

　

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
者
が
確
認
さ
れ
て
以

降
、
世
界
中
に
拡
大
し
、
行
動
自
粛

な
ど
経
済
活
動
の
悪
化
が
進
み
、
日

本
国
内
は
も
と
よ
り
世
界
経
済
に
甚

大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
。

　

組
合
員
と
の
対
面
・
対
話
・
接
点

を
基
本
と
す
る
Ｊ
Ａ
活
動
に
お
い
て

も
、
組
合
員
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
の

安
全
・
健
康
を
最
優
先
と
し
た
活
動

を
す
す
め
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、地
域
に
感
謝
し
、

組
合
員
を
は
じ
め
地
域
の
皆
様
と
と

も
に
歩
む
中
期
経
営
計
画
の
実
践
中

間
年
度
と
し
て
、
協
同
の
力
を
発
揮

し
供
新
時
代
を
切
り
拓
く
Ｊ
Ａ
へ
僑

を
め
ざ
し
て
、「
農
業
」「
く
ら
し
」

「
経
営
」の
変
革
目
標
の
実
現
に
向
け

て
事
業
活
動
、
組
織
活
動
を
展
開
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

営
農
・
販
売
事
業
面
に
お
い
て
は
、

顔
の
見
え
る
出
向
く
営
農
相
談
に
よ

り
農
産
物
の
品
質
向
上
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
特
に
丹
波
黒
大
豆
に
つ
い

て
は
、
農
作
業
の
省
力
化
を
図
り
栽

培
面
積
の
拡
大
に
取
り
組
み
ま
し
た

が
、
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
こ
と

が
で
き
ず
、
加
え
て
生
産
数
量
も
減

収
と
な
り
、
次
年
度
に
向
け
課
題
を

残
す
結
果
と
な
り
ま
し
た
。し
か
し
、

地
産
地
消
を
進
め
る
農
産
物
直
売
所

「
伊
和
の
里
」
は
順
調
に
安
全
・
安
心

な
農
産
物
を
提
供
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
く
ら
し
の
活
動
面
に
お
い

て
は
、
総
合
事
業
の
強
み
を
生
か
し

た
部
門
間
連
携
を
は
か
り
、
総
合
渉

外
体
制
を
強
化
し
た
よ
り
親
し
み
の

あ
る
協
同
活
動
の
実
践
に
よ
っ
て
組

合
員
利
用
者
と
の
つ
な
が
り
を
深

め
、
複
数
事
業
の
利
用
促
進
を
は
か

り
な
が
ら
営
農
経
済
部
門
の
収
支
改

善
に
注
力
し
た
結
果
、
健
全
な
組
織

づ
く
り
に
向
け
て
一
定
の
成
果
と
な

り
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
は
、
中
期
経
営
計
画

の
最
終
年
度
で
あ
り
、
合
併　

周
年

３０

の
記
念
す
べ
き
年
度
で
す
。
同
時
に

任
期
満
了
に
伴
う
農
協
総
代
の
改
選

に
よ
り
新
総
代
５
０
０
人
に
就
任
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
地
域
と
共
に　

年
外 
感
謝
の
心

３０

で
こ
れ
か
ら
も
鎧
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
掲
げ
、
今
日
ま
で
Ｊ
Ａ
ハ
リ
マ
が

果
た
し
て
き
た
役
割
を
十
分
検
証

し
、
社
会
・
経
済
・
生
活
環
境
変
化

に
対
応
し
て
事
業
モ
デ
ル
の
変
革
と

環
境
変
化
に
対
応
し
た
自
己
改
革
を

加
速
さ
せ
、
地
域
農
業
や
Ｊ
Ａ
が
抱

え
る
諸
課
題
の
改
善
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
総
合

事
業
活
動
の
展
開
に
よ
っ
て
地
域
貢

献
活
動
を
実
践
し
な
が
ら
、
地
域
か

ら
選
ば
れ
、
よ
り
一
層
必
要
と
さ
れ

る
Ｊ
Ａ
ハ
リ
マ
で
あ
り
続
け
る
た
め

の
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と

ご
支
援
、
Ｊ
Ａ
事
業
利
用
・
協
同
活

動
へ
の
参
画
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

「
報
告
事
項
」

①
主
な
処
理
事
項
と
行
事
の
報

告
に
つ
い
て

②
組
合
員
加
入
お
よ
び
脱
退
報

告
に
つ
い
て

③
第
３
四
半
期
反
社
会
的
勢
力

排
除
対
応
に
つ
い
て

④
Ａ
Ｌ
Ｍ
委
員
会
の
報
告
に
つ

い
て

⑤
令
和
３
年
度
監
事
監
査
計
画

に
つ
い
て

⑥
総
務
金
融
委
員
会
報
告
に
つ

い
て

⑦
経
済
委
員
会
報
告
に
つ
い
て

「
提
出
議
案
」

第
１
号
議
案

令
和
２
年
度
決
算
方
針
に
つ
い

て第
２
号
議
案

令
和
元
年
産
米
の
最
終
精
算
に

つ
い
て

第
３
号
議
案

令
和
３
年
産
米
の
出
荷
契
約
及

び
約
定
事
項
に
つ
い
て

第
４
号
議
案

令
和
３
年
度
人
事
給
与
関
係
に

つ
い
て

第
５
号
議
案

令
和
３
年
度
事
業
計
画
に
つ
い

て第
６
号
議
案

リ
ス
ク
評
価
書
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

第
７
号
議
案

兵
庫
県
信
連
へ
の
後
配
出
資
振

替
日
の
変
更
に
つ
い
て

第
８
号
議
案

令
和
２
年
度
死
亡
不
在
組
合
員

の
資
格
喪
失
認
定
に
つ
い
て

第
９
号
議
案

出
資
口
数
の
減
少
に
つ
い
て

■理
 

■事
 

■会
 

■だ
 

■よ
 

■り
 

第　

回 
理
事
会
（
令
和
３
年
３
月　

日
開
催
）

１２

２５

１７日　経済委員会
　　　総務金融委員会
２７日　第２回 理事会

 5月  
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JA ハ リマは“地域 になくてはならない組織”になるため に、
みなさんとのふれあいを大切に し ています ！

　JAは相互扶助を共通の理念として運営する協同組合組織で、食と農を基軸に地域に根ざした活動を
行っている「組合員の 組合員による 組合員のため」の組織です。この機会にJAについて知り、
組合員にご加入くださいますようお願いいたします。

■ 組合員になっていただくには…

加入時にJAに対して出資をしていただきます。
（出資金は、地域農業の振興と地域文化の向上・発展のため、また、組合員一人ひとりの夢を実現する
ための大切な資金となります）
※出資金額は1口1 ,000円以上とさせていただいております。
　（令和3年3月末の組合員の平均出資金額は、約89千円です。）

■ 組合員になっていただくための要件は…

 正組合員  5a以上の土地を耕作する農業を営む個人であって、その住所またはその経営に係る土地
または施設がJA ハリマ地区内にある方。または、1年のうち60日以上農業に従事する
個人であって、その住所または従事する農業に係る土地または施設がJA ハリマの地区内
にある方。

 准組合員  JA ハリマ地区内に住所または勤務地を有する個人。

■ 組合員になっていただくと…

ご加入の申し込みは、各営業部及び総務部企画管理課までご連絡ください。

① 毎年度の事業活動により剰余金が出た場合、総代会の承認を受け、出資配当金を受け取ることが
　 できます。
② 各種事業のご案内やお得な情報の提供をさせていただきます。
３ 生活をより豊かにエンジョイするための、お手伝いをさせていただきます。
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ど
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﨑
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史
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介
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仁
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良
和
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岳
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志
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恵
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大
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修
也

塚
元

力
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稲
田
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す
み

岸
元

義
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西

文
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古
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岡
西

政
春

垣
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則
行
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柴
原

久
史

栗
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明

芦
谷
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美

谷
口

幸
子

焔
植
木　

勉

片
山　

直
次

岡
本　

秀
二

岩
木　

忍

浅
田　

真
由
美

焔
多
田　

勝
見

宮
馬　

恭
自

田
路　

惠
三

岸
根　

重
晴

福
井　

富
子

稲
垣　

幸
祐

細
田　

真
由
美

東
末　

敏
明

福
井　

由
貴

焔
藤
原　

勝
人

小
池　

久
幸

橋
本　

昭
二

藤
原　

幸
浩

藤
原　

章
展

橋
本　

み
ど
り

中
尾

ゆ
か

中
尾　

ゆ
か
り

田
中　

千
鶴

焔
西
村　

吉
一

長
野　

泰
明

井
上　

順
一

藤
原　

忠
弘

山
梨　

の
り
子

藤
原　

幸
子

焔
勝
木　

秀
明

雛
窪　

長
二
郎

的
場　

薫

高
橋　

文
代

的
場　

紀
子

焔
藤
原　

英
展

日
城　

弘
幸

安
達　

ち
か
こ

石
田　

園
恵

段
渕　

智
一

上
田　

幸
生

焔
田
路　

広
敏

小
林　

尚
美

西
山

隆
邦

秋
山

美
保

山
内

昌
昭

焔
井
口

和
宏

小
林

勉

川
原

眞
弓

松
本

か
お
り

段
林

友
雄

小
林

丈
浩

山
本

芳
英

世
良

加
代
子

平
林

一
歳

前
田

英
樹

前
田

久
代

焔
田
路

貴
義

上
山

敦
子

野
良

智
成

小
田　

恒
文

森
本　

恵

中
尾　

正
登

川
戸　

英
子

川
戸　

清
志

田
路　

仁

焔
木
下　

清
治

山
本　

章
三

山
本　

広
美

中
本　

忠
明

杉
本　

好
美

上
川　

千
津
代

細
川　

賢
二

村
上　

の
ぶ
子

小
田　

伸
二

高
崎　

悦
司

岡
崎　

や
よ
い

中
本　

克
紀

大
谷　

健
二

大
谷　

み
ゆ
き

山
本

絹
代

飯
田

伸
一

飯
田

廣
子

焔
前
田

新
吾

小
堀

文
子

吉
岡

玉
美

焔
寺
田

澄
人

鎌
田

喜
吉

近
江

素
文

木
村

智
重

小
椋

靖

久
保
田

常
生

久
保
田

実

井
上　

圭
史

蒲
田　

晃
弘

田
路　

京
子

田
路　

澄
夫

焔
田
中　

竜
彦

船
元　

秀
美

今
村　

昭

大
上　

千
鶴

中
尾　

こ
ゆ
き

中
尾　

行
秀

中
尾　

久
美

服
部　

史
生

焔
村
井　

友
道

小
椋　

初
子

森　
　

潤
子

祐
谷　

和
夫

村
井　

京
子
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美
子

秋
武　

賢
是

森
本　

博
幸

中
野

繁
幸

岡　

み
さ
子

小
椋

吉
一

小
林

早
織

小
林

巧　

小
椋

多
満
子

焔
下
田

啓
二

山
本

文
男

長
田

賢
市

佐
古
井

守

段
林

恵
子

段
林

ゑ
み
子

　この ほど 、任期満了に伴う総代改選が行われ、組合員の代表である
新総代 500 名が就任 しま し た。新総代の任期 は令和3 年 4月1日の
就任から 3 年間となります 。 各地区を代表 し て選出された総代 は、 組合
員と農協をつなぐ大切な役割を担います 。

新新新新新新新新総総総総総総総総代代代代代代代代新総代555555550000000000000000 500 名名名名名名名名がががががががが就就就就就就就就名が就任任任任任任任任任
農農農農農農農農協協協協協協協協事事事事事事事事業業業業業業業業へへへへへへへへ組組組組組組組組合合合合合合合合員員員員員員員員のののののののの声声声声声声声声をををををををを反反反反反反反反農協事業へ組合員の声を反映映映映映映映映映 農協総代とは

農協の運営方針は組合員の総意に基づい
て行われます。そのための意思統一を決定
する場が総代会です。総代は正組合員の中
から選ばれた代表者として、毎年行われる
通常総代会において、規則の改正や事業計
画、決算及び役員選任などの重要な事項を
決定します。総代会は農協が意思決定する
ための最高議決機関です。総代は組合員の
代表として、意見や要望を農協事業や活動
などに反映するという重要な役割を担って
います。

み
か
た
営
業
部 

1
3
3
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一
宮
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業
部 

1
3
6
名
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澤
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澤
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友
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介
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司
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梶
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濱
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岸
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瀧
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司
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今
年
度
は
営
農
指
導
員
を
５
名
配
置

し
て
い
ま
す
。
わ
か
ら
な
い
こ
と
は
な

ん
で
も
最
寄
り
の
経
済
セ
ン
タ
ー
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
一
緒
に
み
ん
な
が
喜

ぶ
美
味
し
い
お
米
を
作
り
ま
し
ょ
う
鎧

　

一
宮
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
7
9
0
‐
7
2
‐
1
2
3
5　

6

水水水水水水水水水水稲稲稲稲稲稲稲稲稲稲初初初初初初初初初初期期期期期期期期期期生生生生生生生生生生水稲初期生育育育育育育育育育育育 ののののののののののの
確確確確確確確確確確確保保保保保保保保保保保ににににににににににつつつつつつつつつついいいいいいいいいいにつ い ててててててててててて

水
稲
栽
培
の
初
期
生
育
は
大
変
重
要
で

す
。
コ
ツ
を
つ
か
ん
で
品
質
、
収
量
向

上
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

初
期
除
草
剤
は
３
か
ら
４
日
か
け
て
地
表

に
処
理
層
を
つ
く
り
、
小
さ
な
雑
草
を
枯
ら

し
、
発
芽
を
抑
え
ま
す
。
散
布
後
７
日
間
は

落
水
や
か
け
流
し
を
し
な
い
で
く
だ
い
。
も

し
田
面
が
露
出
し
そ
う
な
場
合
は
、
処
理
層

を
壊
さ
な
い
よ
う
、
ゆ
っ
く
り
差
し
水
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
除
草
剤
は
種
類
に
よ
っ
て
使
用
基
準
が
異

な
り
ま
す
。
使
用
基
準
を
確
認
し
て
お
使

い
く
だ
さ
い
。

※
初
期
の
水
管
理
は
除
草
剤
と
の
兼
ね
合
い

を
み
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
除
草
剤
散
布

後
の
７
日
間
で
の
水
管
理
は
上
記
の
内
容

を
優
先
し
て
く
だ
さ
い
。

初
期
生
育
の
確
保
に
ト
ミ
ー
液
肥

トミー液肥
（ブラック）

　

５
月
が
近
づ
き
、い
よ
い
よ
田
植
え
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま
す
。

今
回
は
初
期
生
育
の
確
保
に
つ
い
て
案
内
し
て
い
き
ま
す
。

　

初
期
生
育
、
特
に
分
け
つ
の
発
生
は
地
温
と
活
着
に
大
き
く
左

右
さ
れ
ま
す
。
地
温
が
低
い
と
分
け
つ
が
抑
制
さ
れ
て
し
ま
い
ま

す
。
田
植
え
植
付
け
の
深
さ
は
２
㎝
か
ら
３
㎝
が
良
い
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
１
㎝
の
浅
植
え
で
は
浮
き
苗
や
除
草
剤
の
薬
害
発
生
の

原
因
に
な
り
ま
す
し
、
４
㎝
以
上
の
深
植
え
で
す
と
地
温
が
低
い

と
こ
ろ
に
根
が
あ
る
た
め
分
け
つ
を
取
り
に
く
く
な
り
ま
す
。
ま

た
水
管
理
も
同
様
で
す
。
深
水
で
す
と
地
温
が
上
が
り
に
く
く
な

る
た
め
分
け
つ
し
に
く
く
な
り
ま
す
。
晴
れ
の
日
は
出
来
る
限
り

浅
水
管
理
を
意
識
し
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
雨
や
風
の
強
い
日
は
苗

を
守
る
た
め
深
水
管
理
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

も
う
一
つ
の
ポ
イ
ン
ト
は
活
着
に
つ
い
て
で
す
。
苗
は
弱
い
た

め
田
植
え
後
活
着
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
、
そ
の
間
養
分
吸
収
を

し
に
く
く
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
田
植
え
前
に
苗
箱
へ
の
ト
ミ
ー
液

肥
の
散
布
を
お
勧
め
し
ま
す
。
水
や
り
時
、
ジ
ョ
ロ
い
っ
ぱ
い
に

キ
ャ
ッ
プ
一
杯
を
目
安
に
散
布
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
液
肥
の
た

め
吸
収
が
早
く
根
付
き
を
良
好
に
し
ま
す
。
初
期
生
育
が
促
進
さ

れ
良
質
茎
が
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
新
潟
な
ど
の
寒
冷
地
の
米

ど
こ
ろ
で
も
使
わ
れ
て
い
る
技
術
な
の
で
効
果
に
は
期
待
が
持
て

ま
す
。

除
草
剤
の
上
手
な
使
い
方
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令
和
元
年
産
米 

最
終
精
算
単
価
決
定

　

令
和
元
年
産
米
の
作
柄
は
、
７
月

の
低
温
、
日
照
不
足
の
影
響
が
大
き

く
兵
庫
県
全
体
で
は
作
況　

の
「
平

９９

年
並
み
」（
県
南　

、
県
北　

、
淡
路

９９

９８

　

）
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

９９
　

Ｊ
Ａ
集
荷
実
績
に
つ
い
て
は
不
作

で
あ
っ
た
平
成　

年
産
米
対
比
１
１

３０

４
％
と
伸
長
し
ま
し
た
。

　

令
和
元
年
産
米
の
相
対
販
売
価
格

に
つ
い
て
は
前
年
産
の
不
作
の
影
響

も
あ
り
、
平
成　

年
産
米
価
格
と
同

３０

程
度
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
当

初
よ
り
高
止
ま
り
す
る
予
測
が
さ
れ

て
い
た
と
こ
ろ
に
コ
ロ
ナ
禍
と
な

り
、
年
明
け
４
月
以
降
は
大
き
く
下

落
し
ま
し
た
。
当
Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も

外
食
を
取
扱
う
業
者
向
け
の
販
売
は

苦
戦
し
ま
し
た
が
、「
食
彩
館 
伊
和

の
里
」
を
中
心
と
し
た
個
人
向
け
販

売
は
好
調
に
推
移
し
ま
し
た
。　

％
９５

以
上
の
直
接
販
売
の
有
利
性
を
発
揮

し
た
販
売
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
県

内
で
も
最
高
水
準
の
価
格
で
精
算
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

各
銘
柄
別
の
単
価
は
（
左
記
）
の

精
算
単
価
表
の
通
り
で
す
。
今
後
も

直
接
販
売
を
第
一
に
取
組
み
価
格
安

定
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
Ｊ
Ａ

へ
の
出
荷
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

　

尚
、
令
和
２
年
産
米
の
最
終
精
算

は
令
和
４
年
３
月
頃
に
行
う
予
定
と

し
て
お
り
ま
す
。

令和元年産米　最終精算単価
（単位：円/30kg）

精 算 単 価
等級品 種

一般米JA米

7,9368,0861

コシヒカリ −7,6042

−6,6403

−7,1221

キヌヒカリ −6,6412

−5,6753

−7,1221

あきたこまち −6,6402

−5,6753

−6,6402きぬむすめ

8,516−1

も　 ち　 米 8,034−2

7,072−3

 令和元年産米 

共同計算結果について
令和元年産米共同計算の結果を、下記のとおりお知らせいた
します。

 令和2年産米 

共同計算の経費項目について
《JA 米 コシヒカリ1等：円/30kg》

共計実施主体内　　容金額項　　目

JA流通保管に係る経費188流通・集荷・保管経費

JA・全農生産・集荷・販売に係る
経費413生産・販売経費

JA・全農金利・対策金・その他に
係る経費2そ の 他 経 費

JA・全農JA手数料・系統322手 数 料

925合　　計

※流通・制度等の環境変化により、項目及び金額の追加、変更もありま
す。

《JA 米 コシヒカリ1等：円/30kg》

備　　考単価項　　目

JA直売メリットを含む
（全農販売価格　7,592円）9,002販 売 価 格

国・行政等からの助成4そ の 他 収 入

メリットを活かした販売価格9,006合　　計　①

（販売価格）

※検査手数料の他に1．本人持込　2．ライスセンター　3．庭先集荷等、そ
れぞれ検査場所に応じた経費加算により、仮渡金時の控除金額は異な
ります。

実施主体内　　容金額項　　目

JA検査受け後仮渡金時に
控除52検査料 袋/30kg

 令和2年産米 

検査料について

（生産者手取り）

最終精算金
（今回の支払単価）

仮 渡 金
（検査時の支払単価）

生産者手取額
（①－②）

5867,5008,086

（経　費）

備　　考単価項　　目

流通保管に係る経費187流通・集荷・保管経費

生産・集荷・販売に係る経費410生 産・販 売 経 費

金利・対策金・その他に係る経費1そ の 他 経 費

JA手数料・系統322手 数 料

920合　　計　②
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答 
え

おいしい物を食べたり花の香りを楽しん
だり。五感を刺激するレジャーにツキ。
買い物は予算オーバーに注意

結果を求められることが多く大変そう。
でも、努力は実を結ぶ兆しです。手抜き
をせずに丁寧に進めれば大躍進

パワフル運。活動的に過ごした方がハッ
ピーでいられます。買い物は事前準備が
大事。リスト作りから

心温まる知らせが飛び込んできそう。ボ
ランティア活動では人の優しさに触れら
れほっこり。おけいこ事にツキ

大事な用事は早めに済ませ、後半の予定
は余裕を持たせて。頼まれ事はできるだ
け引き受けた方が発展的です

上昇運。取っ掛かりでつまずいても諦め
ないで。手抜きをしない姿勢が高く評価
されます。誤解も解けるはず

勢い余ってミスしてしまう危険がチラ
リ。慣れたことでも丁寧に進めて。困っ
たときは早めにSOSを出すのが正解

うっかり忘れて慌てることがあるかも。
メモやカレンダーを活用して乗り切っ
て。連絡は早めに取るといい方向へ

ハプニングはあなたの味方。「エッ！」と
思ったときほど冷静に動いて。チャンス
をつかめます。金運も上昇中

周囲の期待に応えるのが大変そう。けれ
ど頑張りの結果は上々。自信を持って進
めましょう。衝動買いは控えて

長く困っていたことが解決に向かう一方
で、新たな問題発生も。気持ちの切り替
えが大切。良い面に目を向けて

着実に進めればうれしいご褒美が待って
います。時には自分のことより頼まれ事
を優先してみるのもありかも

＊「まちがいさがし」のご応募は、ＪＡハリマ管内の
　方に限らせていただきます。ご了承ください。

ＢのイラストにはＡのイラ
ストと違うところが5カ所
あるよ。
間違っている部分を枠内の
数字から探しましょう。

2月号の当選者（敬称略）
小　松　美　詠（西安積）
柴　原　敏　子（東市場）
新　田　トナミ（上野田）
福　井　幸　子（能　倉）
中　畑　芳　子（横　山）

今月も多数のご応募ありがとうござ
いました。正解者の中から次の５名
の方に粗品をお送りいたします。

2月号の答え

応募方法 ハガキに答え、住所、氏名、年齢、世帯主を
はっきり書いてお送りください。

宛　　先 〒６７１‐４１９３　一宮町東市場429番地1 
 JA ハリマ総務部 ふれあい課

締　　切
4月30日（金）
お便り、イラストを添えたものもお待ちして
います。

A

B

まちがいさがしＱＲコード
３…家の形が違う
５…メモがめくれている
６…手の指先が違う
１１…箱のシールが違う
１２…イチゴが一つ足りない

Title:P10.11.eca Page:2  Date: 2021/03/23 Tue 14:44:53 
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天
台
宗
の
お
寺
「
普
門
寺
」
の
境
内
で

草
を
食
む
ヤ
ギ
た
ち
は
、
岡
山
か
ら
や
っ

て
き
た
ミ
ニ
ヤ
ギ
で
す
。
本
を
読
み
Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
情
報
を
得
て
、
住
職
の
ご
主
人
と
一

緒
に
小
屋
づ
く
り
な
ど
飼
う
前
の
下
準
備

に
２
年
を
要
し
ま
し
た
。
重
白
家
に
来
た

と
き
は
生
後
２
か
月
で
、
母
ヤ
ギ
か
ら
離

す
と
き
に
鳴
き
叫
び
な
が
ら
車
か
ら
脱
走

し
て
母
ヤ
ギ
の
も
と
に
走
っ
て
い
っ
た
ク

ロ
の
姿
が
今
で
も
忘
れ
ら
れ
ず
、
思
い
出

す
と
胸
が
熱
く
な
る
と
話
す
裕
美
さ
ん
。

あ
れ
か
ら
２
年
経
ち
、
今
で
は
供
普
門
寺

の
除
草
隊
僑
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
シ
ロ

と
ク
ロ
で
す
。
除
草
し
す
ぎ
て
花
や
境
内

の
木
々
の
新
芽
ま
で
食
べ
て
し
ま
う
の
で

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
の
趣
味
は
諦
め
ま
し
た

（
笑
）。
過
保
護
に
し
す
ぎ
た
の
か
、
臆
病

な
の
で
側
を
離
れ
ず
に
ず
っ
と
つ
い
て
く

る
の
で
脱
走
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。
柵

の
中
で
放
牧
す
る
と
き
も
人
の
姿
が
見
え

な
い
と
悲
壮
な
声
で
鳴
く
の
で
、
裕
美
さ

ん
の
ほ
う
が
落
ち
着
き
ま
せ
ん
。

　

毒
性
の
雑
草
を
食
べ
な
い
か
と
か
色
々

と
心
配
で
す
が
、
穏
や
か
な
表
情
で 
反  
芻 

は
ん 
す
う

す
る
姿
を
見
て
い
る
と
時
間
が
経
つ
の
も

忘
れ
、
こ
の
子
た
ち
に
接
す
る
こ
と
が
忙

し
い
毎
日
の
中
で
大
切
な
癒
し
の
時
間
で

それい け 外
 

　木原さん家の毎日は、お歌や踊りが大好きな日
菜美ちゃんの元気な声であふれています。外では
恥ずかしがり屋ですが、家ではとってもおしゃべ
りでみんなを笑わせます。お絵描きやパズル、お
ままごとや人形遊びも大好きで、「楽しいね外」と
言いながら遊んでいます。最近ではお手伝いにも
挑戦中。感受性が豊かでいろんな表情を見せてく
れる日菜美ちゃんに、楽しく振り回されている木
原さん家です。

 お父さん・お母さんから 
いつも元気でよく笑う日菜美の笑顔が、家族のみ
んなを元気にしてくれるよ。いつもありがとう。
これからも可愛い笑顔をいっぱい見せてね鎧

裕美さんの側を離れずついていくシロとクロ

シロ（オス 2歳）
クロ（メス 2歳）なまえ

ミニヤギ種　類

一宮町西安積　重白裕美さん飼い主

仲良く草を食む2頭…時々喧嘩も

す
と
裕
美
さ
ん

は
話
し
ま
す
。

新
芽
が
芽
吹
く

季
節
到
来
。
シ

ロ
ち
ゃ
ん
ク
ロ

ち
ゃ
ん
の
供
除

草
隊
僑
も
ま
す

ま
す
忙
し
く
な

り
そ
う
で
す
。

●千種町 河呂

　 木 
き

 原 
はら

  日 
ひ

 菜  美   （２歳）
な み

ちゃん （ ）お父さん  充博さん
お母さん  真美さん

 Q 1  仕事でやりがいを感じる瞬間
「ありがとう」「また頼むで外」
お客様からあたたかい言葉をいただいた瞬間です。
 Q 2  あなたにとって大切なものは
家族、 仲間です。 周りの方々の支えに感謝の気持ちで
いっぱいです。
 Q 3  今、一番情熱を注いでいることは
みかた営業部配属となり組合員様と身近に接し会話
できることに喜びを感じています。コロナ禍や社会情
勢が変化していく中、組合員の皆様に今必要な情報を
お伝えしてまいります外
 Q4  座右の銘や好きな言葉を教えてください
「笑顔」です。
自分だけが苦しいと悲観的にならず、世の中にはもっ
と苦しい思いや悲しい思いをしながらも頑張ってい
る人達がいるんだと自分に言い聞かせ、みんな共に生
きているんだという思いやりの心を持って、笑顔でい
たいと思っています。

●
み
か
た
営
業
部 
金
融
共
済
課

　

課
長　
 
上 うえ 
野  
哲  
弥 

の 

て
つ 

や

Title:P10.11.eca Page:3  Date: 2021/03/29 Mon 09:46:12 
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一
宮
町
能
倉
地
区
で
、
和
牛
の
繁
殖

を
手
掛
け
て
い
る
の
は
森
岡
信
雄
さ
ん

と
奥
さ
ん
の
眞
守
美
さ
ん
。

　

眞
守
美
さ
ん
が
知
り
合
い
の
勧
め
で

教
え
を
乞
い
な
が
ら
２
頭
の
牛
を
飼
い

始
め
た
の
が
最
初
で
、
試
行
錯
誤
で
自

分
な
り
に
精
一
杯
牛
の
世
話
を
し
て
約

　

年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
信
雄
さ
ん
が
定

４０年
後
は
主
に
な
っ
て
世
話
を
す
る
よ
う

に
な
り
、
手
作
り
で
牛
舎
を
建
て
、
現

在
親
牛
５
頭
、
子
牛
２
頭
を
飼
育
。
牛

舎
は
、
牛
が
普
段
か
ら
生
活
し
て
い
る

一
番
な
れ
た
場
所
で
お
産
に
臨
め
る
よ

う
に
一
頭
ご
と
の
仕
切
り
を
広
く
取
っ

て
お
り
、
子
牛
は
ど
の
親
牛
の
柵
に
も

自
由
に
出
入
り
で
き
、
い
つ
で
も
外
に

出
て
運
動
で
き
る
よ
う
に
門
前
も
広
く

設
け
て
い
ま
す
。
特
に
伝
染
病
に
気
を

付
け
、
牛
舎
の
糞
の
始
末
に
注
意
を
払

い
、
衛
生
的
な
管
理
を
心
掛
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
餌
も
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
自

家
採
取
し
た
牧
草
で
ま
か
な
っ
て
い
る

の
も
こ
だ
わ
り
の
ひ
と
つ
。
そ
う
い
う

こ
と
も
好
影
響
し
、
現
在
で
は
安
定
し

た
価
格
で
供
給
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

大
規
模
な
繁
殖
農
家
と
違
い
家
族
経

営
の
飼
育
で
す
が
、
だ
か
ら
こ
そ
一
頭

一
頭
の
牛
の
特
性
を
理
解
し
、
そ
れ
ぞ

れ
に
合
っ
た
飼
育
が
で
き
ま
す
。
牛
の

飼
育
は
３
６
５
日
休
み
が
な
く
大
変
な

仕
事
で
す
が
、
体
の
動
く
限
り
一
頭
で

も
多
く
優
秀
な
牛
を
そ
だ
て
る
こ
と
に

心
血
を
そ
そ
ぎ
た
い
と
話
す
森
岡
さ
ん

ご
夫
妻
で
す
。

元
気
盛
り
の
子
牛
と
森
岡
さ
ん
ご
夫
妻

二人三脚で
牛の特性を生か した飼育を

●一宮町 能倉

　 森 　
もり

 岡 　
おか

 信 　 雄   
のぶ お

　　　　　 眞  守  美   
ま す み

さん

さん

　

自
宅
で
し
い
た
け
栽
培
を
し
ま
せ
ん
か
と

「
食
彩
館 
伊
和
の
里
」
で
３
月　

日
、
原
木

１９

し
い
た
け
の
植
菌
体
験
と
即
売
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

朝
取
り
し
た
新
鮮
で
お
い
し
い
原
木
生
し

い
た
け
の
他
、
Ｊ
Ａ
と
原
木
椎
茸
部
会
が
用

意
し
た
原
木
の
ほ
だ
木
や
植
菌
済
み
の
ほ
だ

木
を
販
売
。
部
会
メ
ン
バ
ー
が
ド
リ
ル
で
穴

を
開
け
「
こ
ま
菌
」
と
呼
ば
れ
る
し
い
た
け

の
種
菌
を
植
え
付
け
た
ほ
か
、
訪
れ
た
買
い

物
客
ら
も
し
い
た
け
菌
の
植
え
付
け
を
体
験

し
、
購
入
後
の
栽
培
方
法
な
ど
を
尋
ね
て
い

ま
し
た
。

　

今
年
度
も
、
コ
ロ
ナ
禍
で
椎
茸
ま
つ
り
の

イ
ベ
ン
ト
は
中
止
に
な
り
ま
し
た
が
、
部
会

メ
ン
バ
ー
は
「
こ
れ
か
ら
も
原
木
し
い
た
け

の
お
い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

植
菌
体
験
＆
即
売
会しいたけ菌の植え付けを体験

煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙

　

国
内
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
肉
「
神
戸
ビ
ー
フ
」

や
「
松
阪
牛
」「
近
江
牛
」
の
元
牛
と
な
る

「
但
馬
牛
」
の
子
牛
せ
り
市
が
、
Ｊ
Ａ
た
じ
ま

の
但
馬
家
畜
市
場
（
養
父
市
大
薮
）
で
開
か

れ
ま
し
た
。
子
牛
せ
り
市
は
毎
月
行
わ
れ
て

お
り
（
２
月
、
６
月
、
８
月
を
除
く
）、
３
月

　

日
に
行
わ
れ
た
市
で
は
県
内
の
繁
殖
農
家

１０が
雌
牛
１
７
０
頭
、
去
勢
牛
２
２
６
頭
の
計

３
９
６
頭
を
上
場
し
、
平
均
価
格
は
１
月
市

と
比
べ
て
ほ
ぼ
横
ば
い
で
推
移
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
感
染
拡
大
を
始

め
た
昨
年
３
月
市
の
平
均
価
格
と
比
べ
る

と
、
若
干
で
は
あ
り
ま
す
が
回
復
傾
向
に
転

じ
て
い
ま
す
。
兵
庫
県
で
は
２
月
末
に
緊
急

事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
経
済
活
動
も
徐
々

に
戻
り
つ
つ
あ
る
中
、
さ
ら
な
る
消
費
拡
大

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
ハ
リ
マ
か
ら
は
雌
牛
２
頭
と
去
勢
牛

３
頭
が
上
場
し
ま
し
た
。

子
牛
せ
り
市

せり会場の様子

但
馬
牛

原
木
し
い
た
け

Title:P12.13.eca Page:2  Date: 2021/03/23 Tue 15:29:28 
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令
和
２
年
度
「
き
ら
き
ら
講

座
」
が
３
月　

日
に
閉
講
式
を

１２

迎
え
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
２
回
開
く
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
無

事
に
最
終
講
座
を
開
き
閉
講
式

を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
今
回
は
「
い
ざ
と
い
う
時

の
た
め
に
知
っ
て
お
き
た
い
葬

祭
の
マ
ナ
ー
」と
い
う
こ
と
で
、

Ｊ
Ａ
し
ら
ぎ
く
会
館
の
岸
根
館

長
を
講
師
に
迎
え　

人
が
参
加

４６

し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
管
内
に
お
け
る
葬

儀
の
状
況
を
報
告
し
た
後
、
葬

儀
全
般
の
流
れ
や
一
般
葬
・
家

族
葬
・
密
葬
の
違
い
、
不
祝
儀

袋
の
表
書
き
や
弔
問
の
仕
方
な

ど
マ
ナ
ー
に
つ
い
て
あ
ら
た
め

て
学
び
ま
し
た
。
受
講
者
か
ら

は
、
弔
問
を
受
け
る
際
の
服
装

や
葬
儀
後
の
法
要
ま
で
の
時
間

配
分
な
ど
、
人
に
は
聞
き
に
く

い
葬
家
と
し
て
の
対
応
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
、
葬
儀
の
在
り

方
や
考
え
方
が
多
様
化
し
て
い

る
な
か
臨
機
応
変
の
対
応
も
よ

い
が
、
あ
く
ま
で
ご
寺
院
様
等

に
相
談
し
な
が
ら
、
心
を
込
め

て
お
送
り
す
る
こ
と
が
一
番
大

切
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
は
な

い
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

こ
の
「
き
ら
き
ら
講
座
」
は

毎
年
人
気
の
講
座
で
、
令
和
３

年
度
も
新
た
な
企
画
で
募
集
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

岸
根
館
長
の
講
義
を
熱
心
に
聞
く
受
講
生

昔ながらの道具
竹 ぼう き作 り

　

令
和
２
年
度
当
初
は
６
回
コ
ー
ス

だ
っ
た
エ
ン
ジ
ョ
イ
・
ラ
イ
フ
・
ク

ラ
ブ
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
中
止
と
な
っ

た
回
も
あ
り
、
実
質
５
回
目
の
最
終

回
を
３
月
９
日
一
宮
営
農
経
済
セ
ン

タ
ー
で
開
き
ま
し
た
。
薄
木
新
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
受
講
生　

人
が
竹

１５

ぼ
う
き
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

晩
秋
に
伐
採
し
て
葉
が
落
ち
る
ま

で
乾
燥
さ
せ
て
い
た
孟
宗
竹
を
、
長

さ
や
穂
先
に
な
る
枝
形
を
整
え
な
が

ら　

本
程
度
バ
ラ
ン
ス
よ
く
組
み
合

２０
わ
せ
、
持
ち
手
を
針
金
で
数
か
所

し
っ
か
り
止
め
て
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
一
本
の
枝
の
長
さ
、
持
ち
手
の

太
さ
な
ど
を
使
用
場
所
や
用
途
に
応

じ
て
自
身
で
決
め
、
大
小
２
本
を
作

成
す
る
受
講
者
も
。

　

最
近
の
竹
林
は
イ
ノ
シ
シ
等
野

生
の
獣
が
出
没
す
る
た
め
、
整
備

が
竹
の
成
長
に
追
い
つ
け
ず
タ
ケ

ノ
コ
の
生
育
に
支
障
を
き
た
す
と

こ
ろ
も
多
く
、
伐
採
し
た
竹
を
ほ

う
き
等
に
利
用
す
る
こ
と
で
、
竹

の
有
効
活
用
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　

終
了
後
の
片
付
け
に
さ
っ
そ
く

「
試
し
掃
き
」
す
る
人
も
あ
り
、

ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
等
で
市
販
さ
れ

て
い
る
も
の
よ
り「
マ
イ
ほ
う
き
」

は
手
に
よ
く
な
じ
み
使
い
勝
手
が

い
い
と
、
出
来
栄
え
に
満
足
し
て

い
ま
し
た
。

第5回 エンジョイ・ライフ・クラブ

実
際
に
玉
串
奉
奠
を
し
ま
し
た

完成した「マイほうき」に全員満足

ま
っ
す
ぐ
な
小
枝
を

真
剣
に
組
み
合
わ
せ
る
受
講
生

いざ という時のため に知っ ておきたい
「葬祭のマナー」

きらきら講座閉講式
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お世話 になり ま し た
組合員の皆様からの心温まる
ご指導に感謝申し上げます。

ＪＡハ リ マ ニ ューフェイス紹介

 株 農協観光 姫路支店
●閉 ●店 ●の ●お ●知 ●ら ●せ 

■ JRの切符販売についての変更点
個人販売の切符の一部がお取り扱
いできなくなりました。詳しくは、
下記までお問い合わせください。

よろしくお願いします！

● 経済部 販売課

 八 　 木 　 理 　 基 
や ぎ り き

　趣味はゴルフ。昔のバイクに興味があり
ます。
　長所は元気で明るくニコニコしていると
ころ。短所は少し飽き性なところですが、
これからは何事にも辛抱強く取り組んでい
きたいと思っています。
　組合員の皆さまに顔と名前を覚えていた
だき、頼られる職員を目指します。

● ちくさ営業部 金融共済課

 谷 　 口 　 恵 　 悟 
たに ぐち けい ご

　趣味は映画鑑賞です。人の名前を覚える
ことが得意で、いつも笑顔で元気いっぱい
です。
　組合員の皆さまに笑顔をたやさず、気持
ちのいいあいさつを心がけていきます。よ
ろしくお願いします。

新所在地  
（株）農協観光 兵庫支店
兵庫県神戸市中央区海岸通1番地
兵庫県農業会館10階
 TEL 078‐333‐5933
F A X 078‐392‐8433
営業時間　9：00～18：00
定 休 日　水・土・日曜日、祝日、
　　　　　年末年始

　株農協観光姫路支店は、令和3年3月31
日水をもって営業を終了し、4月1日より株
農協観光兵庫支店に統合となりました。組
合員・利用者の皆さまには格別のご愛顧を
いただき、誠にありがとうございました。
　旅行業務につきましては、JA ハリマと連
携しながら従来どおり対応いたしますの
で、引き続きご愛顧を賜りますよう、お願
い申し上げます。

　新年度を迎え、 賑やかな鳴き声と共に今年もツバメがやってきました。 「ツバ
メが巣を作る家は栄える」といわれています。小さな体で何百キロも旅をする
身体能力に驚かされ、とても元気をもらえます。どうか元気にヒナを育てられ
ますように！ JA 事業も飛躍の年度でありますように！（祈）　　（編集部 Ｍ）

編 集
後 記

 定年退職者 

中　嶋　文　子
（監査室）

猪　尾　千恵美
（一宮営業部〔本店営業部〕金融共済課）

 退　職　者 

田　冨　秀　司
（波賀営業部 金融共済課）

＊3月31日付
＊カッコ内は退職時の所属部署

煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙

煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙 煙
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組合員の皆様には、平素より格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。
ゴールデンウィーク中（4月29日～5月5日）の営業についてお知らせいたします。

JA ハリマ　令和3年ゴールデンウィーク期間の営業のご案内

休業いたします
（各経済センターにて休日当番対応いたします）

4月29日（木）
5月 1日（土）～ 5日（水）本所・営業部窓口

通常通り営業いたします4月30日（金）

8：30～16：30（通常営業）一宮営農経済センター  ☎72−1235

休日当番対応の時間帯
　8：00～12：00

みかた（営）経済センター  ☎74−1775
波　賀（営）経済センター  ☎75−3330
ちくさ（営）経済センター  ☎76−2557

伊和出張所
安賀出張所一宮市民局（注）染河内・下三方

繁盛
本所前・三方
波賀・千種

現金自動預払機
（ A T M ）
稼 働 時 間

休 止9：00～17：009：00～19：009：00～19：004月29日（木）

8：30～19：008：30～21：008：00～21：008：00～21：004月30日（金）

9：00～19：00
9：00～17：009：00～19：009：00～19：00

5月 1日（土）

休 止5月 2日（日）～ 5日（水）

宍粟市役所 A T M　　土・日・祝日は休止
（注）一宮市民局が休館している場合は、お取り扱いできません

キャッシュカード・通帳等の紛失に関するお問い合わせ先　☎0120−68−9801

4月29日（木）、5月2日（日）～5日（水）　休診いたします ☎72−23885月 1日（土）　内科は午前中のみ、眼科は通常通り診療いたしますみ ど り 診 療 所

平常どおり営業いたします（8：00～17：00）  ☎72−2202食彩館　伊和の里

☎72−8800常時対応させていただきます （夜間転送）JAしらぎく会館

常時対応させていただきます（農繁期対応）  ☎72−0305農 機 セ ン タ ー

給油所各店舗営業いたします
4月29日（木）　　　　　　   （8：00～18：00）  一宮 SS　☎72−2377
4月30日（金）～5月 1日（土）　（7：00～19：00）  三方 SS　☎74−1515
5月 2日（日）～ 　 5日（水）　（8：00～18：00）  千種 SS　☎76−3348
 （三方給油所は、5月2日（日）は8：00～13：00の営業です）

給 油 所 各 店 舗

4月29日（木）、5月2日（日）～5日（水）　休業いたします
4月30日（金）～5月1日（土）　　　　　 営業いたします  ☎72−1660
 （休日でもガスのお問い合わせは転送電話で対応いたします）

株グリーンホーム
　ハリマ

一宮　☎72−1720農繁期対応　　育苗についてのお問い合わせは、 波賀　☎75−2004　　　　　　　　　宍粟北みどり農林公社 各町別の電話へ 千種　☎76−3270

宍 粟 北 み ど り
　 農 林 公 社　

24時間対応フリーダイヤル

（☎ 0 1 2 0 －  2   5   8   9   3   1  ）
じ こ は く み あい

JA自動車共済
事故受付センター
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